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グラフに基づく分子系統解析手法の開発と適用 










Splitting (GS) 法という新たな系統解析手法を考案し，進化シミュレーションに基づいて GS
法がこの問題を解決することを示してきた．GS法は MSAの代わりに All-to-Allペアワイズ
アライメントを行い，配列類似性グラフ (SSG) を構築し，その SSGを再帰的に分割するこ





DNA/RNA ポリメラーゼの系統解析結果からは RNA ワールドの時代から RNA-dependent 
RNAポリメラーゼ → RNA-dependent DNAポリメラーゼ → DNA-dependent DNAポリメラ
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